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学外等との交流

　生産工学部は，グローバル化社会に対応するために1998年
12月に海外学部提携校選定委員会を設立し，検討の結果，本
学部と研究・教育の面で同等レベルであり，所在地の町（人口
約30,000人の小さな町で人口の約半分が学生）の治安が十分に
良いことなどを理由に，オハイオ州ケント州立大学（KSU）と，
1999年の６月に覚書の調印が行われました。
　その後，2011年には韓国・全南大学校工科大学，慶尚大学校
工科大学，台湾・中國科技大學，2016年には米国・ミシシッピ
州立大学（ＭＳＵ）と覚書の調印を行い，研究交流や学術交流
を行ってきました。また，2016年１月には台湾・中國科技大學
と交換留学についての制度を取決め，交流を深めています。

生産工学部交換留学
（台湾・中國科技大學／中国語圏）

　2016年９月から，台湾の中國科技大學への交換留学が始まり
ました。９月から半年又は１年間の交換留学制度です。修得し
た単位は生産工学部の単位として認められる場合があります。

　中國科技大學は，台北及び新竹にキャンパスがあり，新竹キャ
ンパスには，学生寮もあります。

生産工学部派遣留学
（米国・ケント州立大学／英語圏）

　３月から12月までの10カ月間留学する派遣留学制度です。
これまでに13年に亘って行っており，修得した単位は生産工学
部の単位として認められる場合があります。
　ケント州立大学は，オハイオ州クリーブランド市から南に車で
約１時間のところにあります。キャンパス内に学生寮があります。

認定留学
　2015年度から開始した留学制度です。日本大学または本学部
の海外提携校ではない海外の大学等へ，日本大学生産工学部の
許可を得て留学することができる制度です。修得した単位は生
産工学部の単位として認められる場合があります。詳細は，教務
課にお問い合わせください。

　日本大学では，諸外国の大学等と学術交流協定を結び，積極的
に国際交流を展開しています。協定校は，アメリカ，カナダ，イギリ
ス，韓国，中国など27か国1地域133大学等におよび，教職員・留
学生の派遣・受け入れ，共同研究，学生の短期研修，学術情報の交
換などを行っています。（別掲の図参照）
　日本大学本部が主催する交換留学プログラムでは，アジア，
北米，欧州の協定校に毎年学生が留学しています。

　また夏季・春季休暇などを利用した大学主催によるケンブリッ
ジ大学ペンブルック・カレッジとエリザベスタウン・カレッジで
のサマースクールやオーストラリア・ボンド大学でのスプリング
スクールをはじめ学部・学科ごとの海外研修等活発な国際交流
を実施しています。
　詳細については，教務課に問い合わせてください。

海外提携校への交換・派遣留学制度

海外留学・国際交流

　生産工学部では，教員の学術・研究交流を図り大学院生の研
究交流や学部生の交流等をすすめるために，次のとおり学術交
流の覚書の調印を行いました。大学院・学部学生の交流を行う
際には，掲示等によりお知らせいたします。

1999年６月　米国　ケント州立大学
2011年９月　韓国　慶尚大学校工科大学
　　　　　　韓国　全南大学校工科大学
2012年３月　台湾　中國科技大學管理學院，規劃與設計學院
2013年３月　台湾　中國科技大學資訊學院
2015年６月　米国　ミシシッピ州立大学 短期海外研修対象校

（平成29年度予定）

エリザベスタウン・カレッジは
交換留学とサマースクールを
実施しています。

交換・派遣留学対象校
（平成29年度予定）
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平成 28年度実績
　本学部提携校等
	 ケント州立大学 派遣留学生　2名
	 中國科技大學 交換留学　1名
	 ミシシッピ州立大学 春季語学研修　6名
　本部提携校等
	 ケンブリッジ大学ペンブルク校 サマースクール　2名
	

海外学部提携校

主な海外学術交流提携校等


